
～住居確保給付金（家賃補助）を受給できるか確認してみましょう～ 

  

  

 

 

  

  

   

    

    

   

   

  

   

   

  

  

 

 

スタート

・賃貸住宅で、家賃を支払っている（住宅ローンではない） 

・生活保護などの類似の公的給付を受給していない 

以前に、この制度を利用したことがある
一定の要件を満たす場合に限り 

再度受給できる場合があります 

住居確保給付金（家賃補助）を受給できる可能性があります

はい

いいえ

いいえ

はい

経済的に困窮し、・住居を喪失している 

または 

・住居を喪失するおそれがある

支給対象外となります 

はい

離職・廃業の日から 2 年以内である 

（事情により 4 年以内）

ご自身の都合によらない就業機会等の

減少により、収入が減少している

はい はい

離職時点では家計を最も 

支えている立場だった
収入を得る機会の減少時点では 

家計を最も支えている立場だった

支給対象外となります 

いいえ いいえ

離婚などにより現在は家計を

最も支える立場になっている

はい

★常用の仕事を探している　　　または 

★業務上の収入を得る機会の増加を図る方針である

支給対象外となります 
いいえ

はい

現在、6 カ月以上生活できるだけの現金や預貯金がある

はい

はい いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい


